


２０２０(令和２)年度の特定健診受診率８０．６％が 

全国の９２６町村自治体で １位 になりました！ 

これからも毎年１回の健診を受診し、生活習慣を振り返る機会を大切にしながら、 

住むと元気になる島、日本一の健康アイランドを目指していきましょう！！ 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

特定健診とは？ 

本村では、１９歳以上の住民の

方を対象とした住民健診と合わ

せて、平成２０年度より毎年４０歳

から７４歳までの国民健康保険加

入者を対象に特定健康診査(特

定健診)を実施しています。 

特定健診は、内臓脂肪型肥満

（メタボリックシンドローム）に着

目し、生活習慣病の発症予防を

目的とした健康診断です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【村長からのメッセージ】   

限られた医療資源と交通アクセスの十島村では、多くの住民がご

自身の健康状態を知るため、定期的に健診を受ける機会を大切にさ

れています。「健診は受けて当たり前」という言葉も島ではたびたび

耳にします。島で暮らす住民の皆さんの高い健康意識と行動がこの

結果につながりとても嬉しく思います。 
また、本村の健診事業を長年支えて下さっている鹿児島赤十字病

院の医師をはじめ、これまで支えてくださってきた関係団体の皆様

のご尽力にも厚く感謝申し上げます。 
 今後も住民の皆さんの健康増進のため、関係者一同力を尽くして

参ります。 

厚生労働大臣から 

メッセージを頂きました！! 









～各島の地域づくり活動状況についてご紹介します～

平成 22年度からそれぞれの地域の特色を活かし、地域の住民が暮らしよい地域を作るため、住

民が主体となった地域おこしのための組織が立ち上げられました。

村ではこの地域づくり活動を支援するため、地域づくり活動の補助金制度を創設し、地域が自ら

行う事業に対し補助金を交付する「地域振興推進事業」として事業を開始し、本年度で１2年目を

迎えたところです。

ここでは、令和 3年度における各島の活動状況をご紹介いたします。

口之島

・夕涼み会実施

中之島

・運動会開催記念パネル（集合写真）購入

平島

・人材育成事業オンライン研修（講師：山下商店 山下賢太）

・運動会開催記念パネル（集合写真）購入

諏訪之瀬島

・場外着陸場 歓迎用看板作成事業

悪石島

・人材育成事業オンライン研修（広報 PR）

（講師：四元 朝子）

小宝島

・人材育成事業オンライン研修（生活支援コーディネーター）

宝島

・カヌー施設整備に係る材料購入（材木、金具等）

野ヤギ被害に対する防護ネット等の補助制度について（お知らせ）

さて、近年、一部の島では野ヤギの増加に伴い、農作物の食害による被害が増加している状況

にあります。このため、村では令和４年度から被害防止支援として市場や NPO等への販売目的で

農作物生産している方を対象（自給野菜については対象外）に電気柵や防護ネットなどの対策資

材の購入費及び村営定期船の輸送費について補助制度を創設いたしました。

つきましては、申請を希望される方は、申請書類を出張所に配置しておりますのでお受け取り

の上、申請してください。

ヤギ被害防止支援内容

１ 事業名 十島村農林水産業振興支援補助金（山羊被害対策事業）

２ 補助対象者 農作物を生産出荷している、又はしようとしている

個人及び団体

３ 補助対象品目及び補助率等

（１）電気柵

資材購入費用及び定期船貨物運賃の 1/2以内

補助限度額 ８万円

（２）ﾜｲﾔﾒｯｼｭ柵、防獣ﾈｯﾄ等山羊被害防止資材

資材購入費用及び定期船貨物運賃の 1/3以内

補助限度額 ５万円

7月15日 開催

去勢 雌 計 去勢 雌 計 去勢 雌 計

7月 20 17 37 12,229,000 6,956,000 19,185,000 611,450 409,176 518,514

6月 27 18 45 15,684,000 9,178,000 24,862,000 580,889 509,889 552,489

前月比 -7 -1 -8 -3,455,000 -2,222,000 -5,677,000 30,561 -100,712 -33,975

価　　格 体　重 日　齢 父 母の父

令和４年７月　子牛せり市価格表
(税抜価格,単位：円）

出荷頭数 合計金額 平均価格

氏　　名

最
高
価
格
者

去
勢

宝島
　　衣笠　葉子 866,000 336 287 喜亀忠 華忠良

雌
口之島
　　日高　創 521,000 273 293 華忠良 美国桜

R4年度子牛セリ記録6月10日 開催

去勢 雌 計 去勢 雌 計 去勢 雌 計

6月 27 18 45 15,684,000 9,178,000 24,862,000 580,889 509,889 552,489

5月 29 18 47 19,160,000 9,831,000 28,991,000 660,690 546,167 616,830

前月比 -2 0 -2 -3,476,000 -653,000 -4,129,000 -79,801 -36,278 -64,341

価　　格 体　重 日　齢 父 母の父

令和４年６月　子牛せり市価格表
(税抜価格,単位：円）

出荷頭数 合計金額 平均価格

氏　　名

最
高
価
格
者

去
勢

宝島
　　福島　隆志 810,000 303 281 喜亀忠 華春福

雌
中之島
　　平泉　二太 931,000 291 277 美国桜 安福久

R4年度子牛セリ記録



 

口之島 

    のご紹介 

「食」の支援 で行っていること 

「食」の支援員が、週に１回、お食事を作り指定の場所まで配達しています。 
また、安心して支援を受けて頂く為に様々な取り組みを行っています。 

 

① 安否確認 

② 短時間のお話し相手となります 

③ 「食」に関するさまざまな支援 

（栄養バランスのとれた食事・衛生面の安心・調理・配食・回収など） 

④ 対象者の状況の記録及び報告 

⑤ 緊急時における連絡 

⑥ 高齢者や認知症に関する知識を習得する為に研修を受ける 

 

 

 

主菜・副菜・汁物を調理し、配達を行います。 

対象の方のリクエストで献立を決めることもあります。 

調理されたばかりの温かいおかずを、ご自身の使い慣れた食器へ 

盛り付けをさせて頂きます。 

白ごはんはそれぞれの対象の皆様に準備をお願いしています。 

固めのごはんの好きな方、柔らかいごはんを好まれる方。 

お口のトラブルでお粥を食べたい時も有ると思います。 

ごはんの炊き方ひとつとっても、 

長年培われてきた食習慣が有り、その方の習慣を大切にしています 

「食」の支援 を受けるには 

対象の方には、介護認定の有無により、一人一食あたり 

２００円もしくは３００円の食事負担金を頂いています。 

 
このような方にご利用頂いています。 
❶ 村の区域内に住所を有する方 

❷ 介護保険の要介護認定において 

要支援又は要介護認定を受けた方、 

身体障害者手帳の交付を受けている方 

❸ 地域ケア会議において必要性が認められる方 

「食」の支援 の流れ 

「住み慣れた地域・自宅で、い

つまでも生活したい」という住

民の共通の願いを実現するた

め、高齢者の「食」の支援を行

っています。 

なごみの里でのお食事風景 

ご自宅への配達も可能です 

食の支援員が 

おいしく調理しています 

 
 
 
 
 
 
 

 





 

 

そつえん おめでとう そつえん おめでとう そつえん おめでとう 

   HPV（子宮頸がん）ワクチン接種を逃がした方へ接種の機会の提供 

HPVワクチンの接種を個別にお勧めする取り組みが差し控えられていた間に、定期接種の対象で 

あった方の中に、ワクチン接種の機会を逃がした方がいらっしゃいます。 

＜対象と接種期間＞ 

●平成9年度生まれ～平成17年度生まれ（誕生日が1997年4月2日～2006年4月1日）までの女性 

●過去にHPVワクチンの接種を合計3回受けていない方 

上記2つを満たす方は、令和4（2022）年4月～令和7（2025）年3月の3年間、公費で接種できます。 

＜接種スケジュール＞ 

 公費で接種できるHPVワクチンは2種類（サーバリックス、ガーダシル）あります。 

 十島村は、ガーダシルを採用しており、①初回 ②初回から2か月後 ③初回から6カ月後に接種します。 

＜子宮頸がんの現状＞ 

 子宮頸がんは、子宮の頸部という子宮の出口に近い部分にできるがんで、若い世代の女性のがんの中で多くを 

占めるがんです。日本では、毎年約1.1万人の女性がかかる病気で、さらに毎年約2900人の女性が亡くな 

っています。患者さんは20歳台から増え始めて、30歳台までにがんの治療で子宮を失ってしまう（妊娠で 

きなくなってしまう）人も、1年間に約1000人います。 

＜子宮がんにかかる仕組み＞ 

 子宮頸がんのほとんどがヒトパピローマウイルス（HPV）の感染が原因と考えられています。 

 子宮頸がんの原因となるタイプは少なくても15種類あることが分かっています。 

 HPVに感染しても、すぐにがんになるわけではなく、いくつかの段階があります。 

 

＜HPVワクチンの効果とリスク＞ 

 HPVワクチンは、HPVの感染を予防します。公費で受けられるHPVワクチンは、子宮頸がんの50～70％ 

を防ぎます。 

 HPVワクチン接種後は、多くの方に接種部位の痛みや腫れ、赤みなどが起こることがあります。 

 稀ですが、重い症状（重いアレルギー症状、神経系の症状）が起こることがあります。因果関係があるかどう 

かわからないものや、接種後短期間で回復した症状を含めて、HPVワクチン接種後に生じた症状として報告 

があったのは、接種１万人あたり、約10人です。 

子宮頸がんで苦しまないために 

① HPVワクチン：HPVの感染を予防 

② 子宮がん検診：がんを早く見つけて治療  ☆20歳になったら、2年に1回検診を受けましょう 

 

 

 

子育て支援拠点施設 各園の活動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ↑ 悪石島 のびっこ園 

小宝島 → 

こだから園 

宝島 いまきら園 → 

↓ 中之島 

ほしのこ園 

防 災 教 室 

港 ま で お 散 歩 遠 足 ♪ 

世界にひとつだけの“こいのぼり” 

た ま ね ぎ 収 穫 

お魚の 

ホワイト 

ボードを 

作りました 

↓ 平島 たいらっこ園 

↓ 口之島 くちっこ園 

← 諏訪之瀬島 すわっこ園 






